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卒業式や入学式を彩ってくれる桜、

今年の冬は寒さが長引きましたが、開

花は平年並みで九州や関東は 3 月２

５～30 日ごろ、東北では４月１５日

～２０日、北海道は５月上旬ころと予想されて

います。みなさん、こんにちは。すずき歯科医

院、院長の鈴木です。毎年桜が咲くと、日本に

はこんなに桜の木があったのか！とびっくりし

ますが、その内の 7０％以上が染井吉野という

種類の桜だとご存知ですか？ 染井吉野は幕末に、江戸の染井村（現在の東京都豊島区駒込）

の植木職人達によって育成された桜です。染井吉野は育てやすくて早く成長するという特徴

がありますが、ほかの桜に比べ寿命が短いそうです。さらに種子によって増えることができ

ず、現在植えられているものはすべて「接ぎ木（つぎき）」という方法で職人によって植え

られたものです。６０年ほど前に一斉に植えられた

ので、一斉に弱り始めているそうです。ただ、きち

んとお手入れをしてあげれば、寿命を延ばし、美し

い花を咲かせてくれます。歯も染井吉野と同じく、

きちんとお手入れをすることで、永く付き合うこと

ができます。いつまでも健康な歯でいられるよう、

食後の歯磨き、定期健診を見直してみましょう。 
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バックナンバーは、ホームページをご覧ください。すずき歯科 伊勢崎 検索☜ 

すずき歯科医院からのお知らせ

 

4 か月に一度は歯科健診を 



セルフケアを見直そう 
大切な歯と永く付き合うために、日ごろからのセルフケアを見直しましょう。 

★きちんと磨けていますか？ 

一番の虫歯予防は歯磨きです。歯磨きは、朝起きてす

ぐに 1 回、そして毎食後 3 分以内に一日 1 回＋3 回行

うのがベストです。睡眠中は唾液の分泌がとまり虫歯菌

が活発化するので就寝前は念入りに。また朝起きてすぐ

のお口の細菌数は大便１０ｇよりも多いのをご存じで

すか！すぐに歯磨きしないと、お口の細菌が朝食といっ

しょに体内に入ってしまい体調不良の原因になることがあります。 

きちんと歯を磨いているつもりでも意外に磨けていないのが、奥歯のかみ合わせ、歯と歯ぐき

の間、歯と歯の間ですので重点的に磨きましょう。また、虫歯予防にお勧めなのがキシリトール

ガム。一日 3 回、大人は２粒、子供さんは 1 粒を毎食後と歯磨き前に噛むと虫歯予防になります。 

★液体歯磨きと洗口剤や洗口剤を使おう！ 

歯磨きの効果をさらに高めるため、液体歯磨き（デンタルリンス）や洗口剤（マウスウォッシ

ュ）を使用する人が増えています。用途に合わせて使用しましょう。 

液体歯磨き（デンタルリンス） 

練り歯磨きの代わりに使うもので、液体なのでお口の中の隅々までいきわたる特徴があります。 

歯磨きの前に使ってから歯を磨きます。洗口液ではないので歯磨き後はお水で口をすずぎます。 

洗口剤（マウスウォッシュ） 

歯磨きとは関係なく、お口の中をすっきりとさせるものです。歯磨きの仕上げとして使用したり、

お口の中がすっきりしない時に使いましょう。使用後、お水で口をすすぐ必要はありません。 

★歯間掃除用具を使おう！ 

歯と歯の間に隙間がある人は、デンタルフロスや歯間ブラシを使いましょう。

歯垢のほとんどを除去することができます。人によって合う道具や大きさが違

いますので、必ず当院でご相談ください。 

★歯科健診を受けましょう 

セルフケアだけでは除去することができない歯石や、歯周ポケットにたまった

歯垢は、プロの手で落としてもらいましょう。磨き残したばい菌は 3 か月～４

か月で毒性が強くなり、歯周病を進行させて歯を支える骨を溶かしたり、虫歯

の原因になります。そのため、必ず定期的に歯科医院でプロの手できれいにし

てもらいましょう。差し歯や詰め物も長持ちし、虫歯や歯周病の進行も抑える

ことができます。     詳しくは受付へご相談ください。 
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